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や やるぞ～ ま まけないぞ～ が がんばろうぜ～ た 楽しい学校になるように 

「原風景」ありますか？ 
人間の記憶ほど不確かなものはない。つい昨日のことでも、何をしてたのか

思い出せないことがよくある。ところが、数年前、数十年も前の昔のことなの

に、今起こっているが如く、鮮烈・鮮明に覚えていることがある。 

人がある程度の年齢に至ったときに、最も印象に残っている風景やイメー

ジがある。それがいわゆる「原風景」である。 

 

今から５０年も前の小学校４年生の時、近隣の市町村の釣りぼりに鯉を売

りに行く父の仕事に連いていった。「一緒に行くか？」と誘われた。５トント

ラックの荷台に酸素ボンベ付きの巨大な水槽を載せ、何十匹もの生きた鯉を

卸すのだ。 

数件あたったが一匹も売れなかった。帰りに父とラーメンを食べた。父は終

止無言だった。怒ってキレると恐ろしく怖い存在だったが、普段はひょうきん

な一面もあり軽口もたたく人だった。店内の客は我々親子だけで、沈黙の中、

麺をすする音だけが響いてゆっくりと時間が流れた。決して美味しいラーメ

ンではなかったこともよく覚えている。これが私の「原風景」である。 

自営で水産加工業を営み、朝から晩まで働きづめだったが、なかなか商売が

うまくいかず、父が最も苦悩していたのがちょうどその頃だと知ったのは、自

分が成人したずっと後のことだ。その父もあの世に逝って早 10余年経つ。 

生きてきた中で、喜怒哀楽の場面は常にあった。昔を振り返ることもよくあ

る。しかし、自分がピンチに陥った時、つらい時に限って、なぜか必ずこの場

面が鮮明に蘇る。そして、あの時の「やるせなさ」がグッと込み上げてきて、

大粒の涙とともに、こんなことでくじけてたまるか、負けてたまるか、という

勇気をもたらしてくれる。そんなかけがえのない私の「原風景」だ。 

 成功体験や楽しかったことを思い出すと、実に晴れ晴れとした気分になり、

これから生きる未来の自信や励みにもなる。しかし、それだけで人は本当に成

長できるのだろうか。もちろん、消し去りたい思い出もあるはずだ。トラウマ

になるようなつらく悲しい過去や出来事を思い出して苦しむことなど毛頭あ

ってほしくない。 

一方で、子どもたちには、自分を前進・成長させるパワーに転換できる「悔

しさ」や「屈辱」や「やるせなさ」や「つらさ」や「せつなさ」があるなら、

その気持ちを忘れないで、その思いを大切にしながら生きていける人間にな

ってほしいと願っている。 

 なぜなら、うれしいことや楽しいことより、悲しいことつらいことの方が、 

ずっとずっと多い。それが人生だと思うから。 

 

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★  



＜6月 28日(火)市内大会報告会 校長あいさつ＞ 
山潟中学校の皆さん、市内大会たいへんご苦労様でした。 

私も、できる限りたくさんの会場を回らせてもらって、多くの山潟中のみん

なが頑張っている姿を目の前で見せてもらいました。 

一番最初に感じたことは、やっぱりあらためてスポーツっていいなあ、とい

う思いです。スポーツに限らず、人間が何か一つのことに集中している姿、必

死に頑張っている姿は、とても清々しく、一言で言えば実に「かっこいい」ん

ですよね。目の輝きが普段と違います。 

今回の市内大会でも、そんな山潟中学校の皆さんのかっこいい姿と数多く

のドラマを目の当たりにして、たくさんの感動をもらいました。 

部活動に入っていなかったり、日常的に運動やスポーツや勉強以外の習い

事をやっていない人もたくさんいるかと思いますが、ぜひ、豊かな生き方をす

るためにも、生涯を通じて、運動やスポーツや芸術などにいそしみ、自分が熱

中できるものを見つけて、自分が感動する、周囲に感動を与えられる生き方を

していってほしいなあと、あらためて感じました。 

 さて、今回、入賞や県大会出場を決めた皆さんは、本当におめでとうござい

ます。もちろん、それはこれまで頑張ってきた努力の証としての成果ですので、

心から祝福をしたいと思います。 

 しかし、だからといって、今回、思うような結果を得られなかった人やチー

ムが、これまで全く努力してこなかったかというとそうではありません。勝敗

や入賞等の有無は、あくまで相手があってのことです。対戦相手や競争相手の

レベルによって、結果は左右されるのです。  

 努力の大小はあると思いますが、すべてこれまでやってきたことが無駄に

なるわけではありません。 

人間は２つのパターンに分かれると思うのです。それは、うまくいかなかっ

たことを振り返って後悔したりいつまでも嘆いたりするタイプと、すぱっと

切り換えられるタイプと。通常は、切り替えが早い方が美徳のように思われが

ちですが、やっぱり人間が成長するためには、うまくいかなかったことの後悔

や、負けたことの悲しみややるせなさの思いを、ずっと思い続けて次に生かす

ことも大事だと思います。 

ほとんどの人は、負けたりうまくいかなかったら、その場で大粒の涙を流し、

１時間や１日経てばくやしさなんかも忘れてしまう。でも、それだけでは、こ

れまで努力したことは無駄となって、また同じ事を繰り返すはずです。 

 もちろん大切なのは「過去」でなく「今」、そして「これから」です。「これ

からがこれまでの価値を高める」のです。でも、「これから」を生きるために

「これまで」を大切にして、「今」をがむしゃらに頑張ってほしいのです。 

そして最後に。今回大会に出場した皆さんは、だれからも愛され・励まされ・

応援される人間、応援されるチームとして大会を終えられたでしょうか。学校

に残っていた皆さんも、仲間が必死で頑張っている姿を思い描きながら、心の

中で必死になってエールを送ることができたでしょうか。 

この市内大会を通じて、あなただけにしか価値が判断することができない

賞状やトロフィーを、あなた自身の心に与えることができたかどうか。それが、

この市内大会の皆さんの「振り返り」です。 


